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群馬県ホームヘルパー協議会会則 
 

   第１章 総 則 
（名称及び事務所） 
第１条 本会は、昭和４６年８月２４日設立、群馬県ホームヘルパー協議会と称し、

事務所を前橋市新前橋町１３－１２ 群馬県社会福祉協議会内に置く。 
 

   第２章 目的及び事業 
（目 的） 
第２条 本会は、県内ホームヘルパーが自らの職務能力と職業倫理の向上を図ると

ともに、ホームヘルパーの社会的地位の向上を図ることを目的とする。 
 
（事  業） 
第３条 本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

（１）ホームヘルパーに対する研修会の開催 
（２）ホームヘルプ事業に関する調査研究 
（３）ホームヘルプ事業の普及啓発 
（４）関係機関、関係団体との連絡調整 
（５）福祉の増進に関すること 
（６）その他目的達成に必要な事業 

 

   第３章 会 員 
（会 員） 
第４条 本会は、下記の各項の会員を置くものとする。 
  （１）正 会 員  本会の目的趣旨に賛同し、県内のホームヘルプサービス事業

者に所属するホームヘルパー、若しくは現在はホームヘルパ
ーとして登録していなくとも、将来ホームヘルパーとして働
く可能性のある者。 

（２）準 会 員 本会の目的趣旨に賛同し、将来ホームヘルパーを目指す県内
に在住する者。 

（３）賛 助 会 員 本会の目的趣旨に賛同し、運営を援助する個人又は団体。 
 
（入 会） 
第５条 会員として入会しようとする者は、本会の会則及び倫理綱領を承認し、入

会申込書を会長に提出し、役員会において承認を得なければならない。 
 
（会員の義務） 
第６条 会員は、第７条に定める会費を納入し、会の運営に協力するものとする。 
 
（入会金及び会費） 
第７条 本会入会金及び年会費の額は下記のとおりとする。 
   ただし、法人内の異動により退会した場合の再入会については、入会金を除 
  く。 

（１）正 会 員  入会金  ３，０００円 
                  年会費  ６，５００円 
                 
（２）準 会 員 入会金  なし 
         年会費  ２，０００円 
 
（３）賛 助 会 員 年会費 ２０，０００円 

 
（会員の権利） 
第８条 会員は、下記に定める権利を有する。 

（１）正 会 員  ①本会の事業推進について役員会に意見を述べること。 
②第 16 条にある総会議事への意思の表示。 
③本会の発行する会報及び冊子等の配布を受けること。 
④本会の実施する研修会等へ参加すること。 

（２）準 会 員 ①本会の発行する会報の配布を受けること。 
②本会の実施する研修会等へ参加すること。 
③本会の予算及び事業計画、決算及び事業報告を受けること。 
④本会の事業推進について役員会に意見を述べること。 

（３）賛 助 会 員 ①本会の発行する会報の配布を受けること。              
②本会の予算及び事業計画、決算及び事業報告を受けること。 
③本会の事業推進について役員会に意見を述べること。 
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（退 会） 
第９条 会員は、会長が別に定める退会届を会長に提出して、任意に退会すること

ができる。 
２ 会費を滞納した者は、退会とみなす。 
 
（除 名） 
第 10 条 会員が本会の名誉を傷つけ、会則に反した行為をしたときは、総会にお

いて参加者の３分の２以上の議決により除名することができる。 
 

第４章 組 織 
（役 員） 
第 11 条 本会に、次の役員を置く。 
（１）常任役員 
（２）一般役員 
 
（役員の構成） 
第 12 条 役員の構成は次のとおりとする。 
（１）役員構成 

会 長   １名 
副会長    ４名以内 
会 計   １名 
書 記   ２名 
幹 事   若干名 
監 事   ２名 

（２）役員の区分 
 
役 
 
員 
 

役員区分 役員の構成 
常任役員 

 
会長、副会長、会計、書記、幹事、監事 
 

一般役員 
 

幹事 
 

 
（役員の選出） 
第 13 条 本会の役員は、地区の代表者の中より選出する。 
２ 地区の代表者は、県内地区毎に、それぞれの地区の会員によって選出される。 
３ 常任役員は正会員、群馬県ホームヘルパー協議会認定介護技術トレーナーから 
一般役員は、準会員、賛助会員から選出することができる。 
 
（任期及び補充） 
第 14 条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
２ 欠員補充により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 
 
（顧 問） 
第 15 条 本会に、顧問をおくことができる。 
 
（職 務） 
第 16 条 会長は、本会を代表し会務を統括する。 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長事故ある時はその職務を代理する。 
３ 会計は、会計事務を担当し、予算・決算報告を行う。 
４ 書記は、役員会並びに総会、その他の議事を記録する。 
５ 幹事は、会務の執行にあたる。 
６ 監事は、会計並びに会務を監査する。 
 
（総 会） 
第 17 条 総会は、正会員をもって構成し、毎年１回会長が召集する。ただし、会

長が認めたとき臨時総会若しくは書面にて議事を会員に諮ることができる。  
２ 総会の議事は出席者の過半数で決する。 
３ 総会の議長は、会長があたる。 
４ 総会は、次の事項を決定する。 
 （１）事業計画に関すること 
 （２）予算・決算に関すること 
 （３）会則の改廃に関すること 
 （４）その他、会長が付議した事項 
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（役員会） 
第 18 条 地区代表者をもって役員会を構成し、会務の執行にあたる。 
２ 役員会の召集は会長が行い、議長は会長があたる。 
３ 地区代表者は、役員会決議事項を所属地区に速やかに伝達するものとする。 
 

第５章 会 計 
（資 産） 
第 19 条 本会の資産は、次にかかげるものをもってあてる。 

① 入会金及び会費 
② その他の収入 

 
（会計年度） 
第 20 条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 
 
（補 則） 
第 21 条 この会則に規定するもののほか、本会の運営に関し必要な事項は別にこ

れを定めることができる。 
 
附 則   この会則は、昭和４６年８月２４日から施行する。 
           昭和６２年３月１８日一部改正。 
            平成 元年５月２５日一部改正。 
            平成 ３年５月２２日一部改正。 
            平成 ４年５月２９日一部改正。 
            平成 ８年５月２９日一部改正。 
            平成１１年８月２７日一部改正。 
      平成１２年５月２５日一部改正。 
            平成１７年５月２９日一部改正。 
      平成２５年４月２１日一部改正。 
            平成２７年２月２８日一部改正。 
            この改正会則は、平成２７年４月１日から施行する。 
      平成２７年５月１０日一部改正。 
            平成２８年６月１２日一部改正 
          この改正会則は、平成２９年４月１日から施行する。 
            平成２９年５月２８日一部改正 
          この改正会則は、平成２９年６月１日から施行する。 
            平成３０年６月２３日一部改正 
          この改正会則は、平成３０年６月２３日から施行する。 


